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【趣旨と概要】 

今、社会の変革のスピードは急拡大し、複雑で新

たな課題への対処や社会と直接対峙する新しいビジ

ネスが生まれ、求められる能力も変化・多様化して

います。グローバル化の中では、教育履修者や有資

格者に必要な知識やスキル、社会性や行動規範も含

めて、実際に身に着けている資質を保証し合うこと

が要求されました。その結果、30 年以上前から新し

い能力評価指標の一つとして、コンピテンシーとい

う考え方が世界標準として定着してきました。 

日本でも 20 年ほど前から注目され、アクティブ

ラーニングや PBL*1)の手法が大学教育から幼稚園･

小･中･高等学校教育にも導入され、CBE*2)、OBE*3)の

受講世代は 30 代に達しました。医療業界はさらに

早くから OBE を導入し、今は EPA*4)という考え方で

医療活動を区分しコンピテンシーを指標にモデル化

しています。IT 業界も業種間移動に伴う学び直しの

ためにスキルの標準化やモデル化を行っています。

技術者教育と技術士制度も 1990 年代の世界的な動

向を受け、1999年 JABEE設立、2000年技術士法の改

正、2014年｢技術士コンピテンシー｣の制定、2019年

試験制度導入と改革を進め、現在も継続中です。 

社会が人々に求める資質能力の変化とそれを学ぶ

社会環境・雇用環境の変化に伴い、様々な業界で新

たな仕組みを構築していますが、実は、定義や名称

は異なっても酷似しています。しかし、技術士自身

が、技術士制度には高等教育から生涯教育まで一貫

した人材育成の社会的な指標となる潜在力があるこ

とを認知していません。何故でしょうか？コンピテ

ンシーを学んできた世代が社会の中核を占める時、

技術士が彼らの目標で居続けるためにも、危機感を

持って、この現状を把握する必要があります。 



 

 

当分科会では、最初の基調講演で、以下の３つの話題を提供します。 

・ 技術士制度改革を、世界標準的な人材育成の考え方から捉え直す 

・ 国際的通用性導入の経緯と、従来型企業も含め導入が進まない原因を分析する 

・ 教育や医療における人材の育成等、導入が進む分野の事例を確認する 

続くパネルディスカッションでは、これからの技術者のあるべき姿とは何かを踏まえながら、

コンピテンシーの体現方法について皆様方と考えます。技術士制度が有する普遍的価値を社会に

広めるための議論を、一緒に楽しみましょう。 

【基調講演１】：エンジニアの育成に向けた世界の動きと技術士制度の改革 

・ 講演者 池田 駿介氏： 東京工業大学 名誉教授   

・ 講演概要 IEA*5)をはじめとする技術者に関する制度や身に着けるべきコ

ンピテンシーなどの動きについて概観する。次に、わが国の将来を担う若手技

術士の育成のため、基本的なコンピテンシーを身に着けるための IPD*6)システム

について提言する。その後、技術士が継続的に能力を開発するための目標や方策について述べる。

制度改革については社会や技術が大きく変革している状況下での技術士の在り方について述べる。 

【基調講演２】：日本の大学におけるコンピテンシー・ベースの教育の現状と課題 

・ 講演者 松下 佳代氏：京都大学 大学院教育学研究科 教授   

・ 講演概要 コンピテンシー(コンピテンス)とは、ある文脈の中で、課題に

対応するために、関連する知識、スキル、態度･価値観を結集し、展開する能力

のことである。コンピテンシーは多次元的･連続的で生涯を通じて発達していく

が、教育機関は一定の学習期間終了時までに｢何を知り､身に付けることができる(た)のか｣を目

標として設定し、学習成果を評価する。そのため、CBE は OBE と表裏一体の関係にある。この講

演では、医療系や工学系の事例をもとに、日本の大学におけるコンピテンシー・ベースの教育の

現状と課題について述べる。 

【パネルディスカッション】未来の技術者の姿とは何か？日本の技術者の地位向上を目指して 

【テーマ 1】：「技術者の資質をコンピテンシーの観点から捉え直す意味について」 

【テーマ 2】：「コンピテンシーを実装・体現するにはどうしたら良いか」 

・ファシリテーター：阿部 修一氏(修習技術者 

支援委員会 委員長)（左） 

・パネリスト   ：池田 駿介氏、松下 佳代氏、 

(技術士)比屋根 均氏(中)、横井 弘文氏(右) 

 

*1) PBL： Problem/Project Based Learning *2) CBE： competency-based education  

*3) OBE： outcome-based education  *4) EPA： entrustable professional activity  

EPAは研修医のProfessionalとしての習熟度を判断するための医療活動区分で AAMC (Association of American Medical 

Colleges)が提唱(The Core Entrustable Professional Activities for Entering Residency)。13の医療活動と 8つの

コンピテンシー領域とのマトリックスで表記され、日本の医学教育にも導入されている。 

*5) IEA： International Engineering Alliance *6) IPD： Initial Professional Development 


